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・﹇
小
丹
波
の
イ
ヌ
グ
ス
﹈

古
里
駅
か
ら
200
ｍ
、
線
路
の
北
側
原
島

家
の
屋
敷
林
の
中
に
そ
び
え
て
い
ま
す
。

樹
高
25
ｍ
、
幹
周
4.6
ｍ
、
推
定
年
齢
は
不

詳
で
す
が
、
南
斜
面
の
生
育
環
境
の
良
い

場
所
で
、
こ
ん
も
り
と
し
た
樹
形
は
勢
い

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

訪
れ
た
日
は
庭
師
さ
ん
が
、
下
草
を
刈
っ

た
り
周
り
の
植
木
の
手
入
れ
を
さ
れ
て
い

て
、
家
主
さ
ん
に
大
事
に
管
理
さ
れ
、
こ

こ
ま
で
大
き
く
育
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

・﹇
梅
沢
の
イ
ヌ
グ
ス
﹈

川
井
駅
か
ら
十
分
程
、
梅
沢
集
落
の
中

ほ
ど
の
宝
寿
庵
の
裏
手
の
山
裾
に
、
周
り

の
木
よ
り
ひ
と
き
わ
大
き
く
見
え
ま
す
。

樹
高
25
ｍ
、
幹
周
4.6
ｍ
、
推
定
年
齢
300
年

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
３
本
の
巨
樹
の
中
で
、

最
も
樹
勢
が
良
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

根
元
の
板
根
が
発
達
し
、
そ
こ
か
ら
ひ
こ

ば
え
（
萌
芽
）
が
何
本
も
生
育
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
に
張
り
出
し
た
太
い
枝
は
10
ｍ

以
上
も
伸
び
て
、
地
上
に
届
く
程
垂
れ
下

が
っ
て
い
ま
す
。
標
識
に
、
か
つ
て
梅
沢

の
３
ヶ
所
に
記
念
植
樹
さ
れ
た
が
現
存
は

こ
の
樹
の
み
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
周
囲
に
は
樹
齢
10
年
以
上
の
イ
ヌ

グ
ス
が
何
本
も
あ
り
、
巨
樹
の
下
に
も
発

芽
し
た
ば
か
り
の
幼
木
が
確
認
で
き
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
こ
の
あ
た
り
が
イ
ヌ
グ
ス
の

群
生
地
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
原
稿
を
書
く
に
当
た
り
、
タ
ブ
ノ

キ
が
群
生
し
た
照
葉
樹
林
を
見
た
く
て
、

鎌
倉
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
長
谷
寺
や
御

霊
神
社
に
は
御
神
木
の
大
木
が
あ
り
ま
す

が
、
鎌
倉
の
民
家
や
神
社
と
、
い
た
る
と

こ
ろ
に
タ
ブ
ノ
キ
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に

明
月
院
、
建
長
寺
か
ら
瑞
泉
寺
に
至
る
裏

山
の
鎌
倉
外
輪
山
は
、
タ
ブ
ノ
キ
が
照
葉

樹
林
を
形
成
し
て
、
訪
ね
た
春
先
は
新
芽

の
オ
レ
ン
ジ
色
に
近
い
黄
色
が
鎌
倉
の
輪

郭
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
タ
ブ
ノ
キ
の
北
限
は
東
北

の
三
陸
海
岸
あ
た
り
の
よ
う
で
す
が
、
先

の
東
日
本
大
震
災
の
時
、
防
潮
林
の
マ
ツ

が
津
波
で
流
失
し
、
後
背
地
の
被
害
を
拡

大
す
る
事
例
が
生
じ
ま
し
た
が
、
耐
塩
性

の
高
い
タ
ブ
ノ
キ
は
残
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
震
災
後
の
海
岸
防
災
林
の
再
生

活
動
に
は
、
タ
ブ
ノ
キ
や
ツ
バ
キ
の
照
葉

樹
が
提
案
さ
れ
、
教
育
活
動
の
一
環
と
し

て
、
照
葉
樹
の
種
の
採
取
・
育
苗
を
市
民

や
子
供
た
ち
が
行
う
活
動
が
開
始
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

今
回
の
執
筆
で
イ
ヌ
グ
ス
と
い
う
樹
が

急
に
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
も
健
康

増
進
の
た
め
に
も
、
奥
多
摩
の
巨
樹
め
ぐ

り
を
お
勧
め
し
ま
す
。

児　童　数
生　徒　数
教職員数

145名
77名
48名

第 213 号
発　行

奥多摩町教育委員会

平成30年９月１日現在

郷
土
奥
多
摩
（
文
化
財
）

道徳教育は、自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤とな
る道徳性を養うことを目標に、学校の教育活動全体を通じて行われています。
中でも、特別の教科として位置付けられた道徳科の授業は、その中核的な役割
を担っており、小学校では今年度から実施され、検定教科書を使用した学習が
始まっています。中学校では来年度から開始となります。
学校では道徳教育を主体となって進めていますが、より一層の充実を図るた
めには、子どもたちの道徳性を養う上での共通理解を図るなど、家庭や地域社
会との連携が大切になってきます。
そこで、学校では道徳授業地区公開講座を開催し、道徳科（道徳の時間）の
授業参観、意見交換会等を通じて、道徳教育の充実に向けて、家庭や地域の皆
様と一緒に考える場を設けています。保護者の皆様だけでなく、地域の方々に
も学校に足を運んでいただ
き、奥多摩町の子どもたち
の様子を知り、学校と共
に、子どもたちの道徳性を
育む道徳教育を進めていき
たいと考えています。

特別支援学級は、通常の学級における学習では、十分にその効果を上げることが難しい児童・生
徒のために編制される学級です。学習上又は生活上の困難の克服・改善を目的とした指導領域の
「自立活動」を取り入れたり、各教科の目標・内
容を下学年の教科の目標・内容に替えたり、特別
支援学校の各教科に替えたりするなど、児童・生
徒の実情に合った教育課程を編成して授業を行い
ます。現在、奥多摩町には、古里小学校に２つの
学級（知的・情緒）が設置されています。

在籍学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする児童・生徒に対して、各
教科等の指導は在籍学級で行いながら、個の実態に即した課題に対して指導するのが、通級によ
る指導です。小学校では「あおぞら教室」、中学校では「特別支援教室」と呼んでいます。古里
小学校の「あおぞら教室」では、拠点校の氷川小学校の担当教員が巡回指導を行っています。

特別支援学級、特別支援教室に関するご相談等がありましたら、所属する学校までお気軽にご相
談ください。未就学児童につきましては、教育相談室までご連絡ください。
　　　　　　　 〈連絡先〉奥多摩町教育相談室　８３－２３４０

◇古里小学校  平成30年  １０月１３日（土）

◇氷川小学校  平成31年  　２月　９日（土）

（◇奥多摩中学校  平成30年  ６月２日（土）※終了）

特別支援学級（固定学級での指導）

特別支援教室（通級による指導）

奥多摩町の特別支援教育

たんぽぽ学級 ひまわり学級

奥
多
摩
町
の
巨
樹

　
　
　「
イ
ヌ
グ
ス
」に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
そ
の
2
）

 

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員  

梶

谷

義

明

御霊神社のイヌグス 長谷寺のイヌグス

古里小あおぞら教室 氷川小あおぞら教室 奥多摩中特別支援教室

地域の皆様も道徳授業地区
　  公開講座にお越しください
地域の皆様も道徳授業地区
　  公開講座にお越しください
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古里小学校の特色ある教育活動
　昨年度は、人権尊重推進校として、「分かった」「できた」という達成感を味わうことのできる
授業づくりに励むことで、自尊感情や自己肯定感を高める実践を行ってきました。
　今年度は「心ときめく」学校生活や授業づくりに、教職員全員で取り組んでいます。

＊授業のユニバーサルデザイン化。
　児童にとって分かりやすい授業を追求します。
　→焦点化（めあて、授業構造）、視覚化、共有化。
＊校舎全部を児童の教育活動に活用します。
　→教室の美化、美しい掲示を心がけます。
　　長期休業中の一斉校内整理整頓の実施。
＊日常的にICTや視聴覚機器を活用。
　→教科書をモニターに提示等の工夫をします。
＊全校音読の取組で国語力の向上を目指します。
　→音読集会の実施。発声指導の共通理解。

分かる喜び、学ぶ楽しさ

＊木曜日の「ロング遊び」は、毎回様々な集団で遊
　びます。（縦割り・仲良し・学級等）
＊児童会活動（集会）で、高学年が活躍します。
＊地域の大自然に触れる山登り遠足を行います。
　→5、６年大岳山　４年水干　1～３年日の出山
＊児童も教職員も全力で行事に取り組みます。
　→運動会　学芸会　連合音楽会(5、6年)
＊縦割り班活動・登校班活動の充実

心はずむ仲間との時間・体力向上

＊郷土学習「古里（ふるさと）」の実施。
　→自然・文化・生活体験・栽培活動。
　→わさびや治助芋の栽培体験。
＊様々な方々とともに。
　→田植え・稲刈り・餅つき（青梅総合高校、PTA）
　→日本文化体験（奥多摩文化団体連盟および
　　コミュニティ・スクールの協力で計画）

つながる力　多彩な体験学習

＊古里小学校には児童の実態に合わせて特別な支援を行う
　学級があります。今年度、「ひまわり」が再開しました。
　特別支援学級「たんぽぽ」　知的固定（校舎１階）
　特別支援学級「ひまわり」　情緒固定（校舎３階）
　特別支援教室「あおぞら」　巡回指導（校舎２階）
＊古里小学校では、特別支援学級の児童が通常学級の授業に参加
　しています。また、学習支援員による教室支援や、補充指導の工夫
　を行っています。（インクルーシブ教育）
＊SC（スクールカウンセラー）やSSW（スクールソーシャルワー　
　カー）と連携して、教育相談の充実を図っています。

一人ひとりに合った学びの場

＊児童の関心・意欲を高める指導。
　→学習意欲を高める掲示の工夫をしています。
　→プログラミングを利用した学習等。
＊主体的・対話的で深い学びを推進します。
　→ノート指導の取組。（国語・算数・理科他）
　→授業での話し合い活動を重視しています。
　→司書と協力し、図書室を活用しています。

考 え る 力

18
年
前
、
私
は
奥
多
摩
町
古
里
地
区
主

任
児
童
委
員
し
て
、
保
育
園
・
小
学
校
・

中
学
校
と
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

運
動
会
や
公
開
授
業
等
の
行
事
、

P
T
A
地
域
懇
談
会
に
出
席
し
、
園
児
・

児
童
生
徒
の
様
子
や
保
護
者
の
方
々
の
思

い
を
多
少
な
り
と
も
知
る
こ
と
が
出
来
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

又
、
町
の
子
育
て
支
援
事
業
に
も
参
加
し
、

奥
多
摩
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

毎
年
、
保
育
園
の
入
園
式
に
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
園
児
の
純
真
な
心
に
ふ
れ

た
時
「
こ
の
子
達
の
た
め
に
何
が
出
来
る

だ
ろ
う
か
」「
保
護
者
の
皆
様
に
ど
の
よ

う
に
寄
り
添
っ
て
活
動
し
た
ら
い
い
の
だ

ろ
う
か
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小

学
生
・
中
学
生
の
姿
を
見
た
と
き
も
そ
の

思
い
は
同
じ
で
す
。

子
育
て
の
悩
み
は
多
様
で
す
。
で
も
、

そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
の
楽
し
さ
や
感
動
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
困
っ
た

な
ー
と
思
っ
た
と
き
は
、
ど
う
か
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
！

　相
談
室
の
専
門
職
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
共
に
、

奥
多
摩
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育

ち
を
支
え
る
た
め
、
保
護
者
の
方
々
の
支

援
も
含
め
、
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

犬
棒
日
記乃

南

　ア
サ

　著

　双 

葉 

社

あ
や
か
し
草
紙

宮
部 

み
ゆ
き 

著

　K
A
D
O
K
A
W
A

砂
の
家

堂
場

　瞬
一

　著

　K
A
D
O
K
A
W
A

三
千
円
の
使
い
か
た

原
田

　ひ
香

　著  

中
央
公
論
社

爽
年

石
田

　衣
良

　著  

集 

英 

社

吉
祥
寺
デ
イ
ズ

山
田

　詠
美

　著

　小 

学 

館

白
い
戦
場柴

田

　よ
し
き 

著

　光 

文 

社

に
ゃ
ん
！
鈴
江
藩
江
戸
屋
敷
見
聞
帳

あ
さ
の
あ
つ
こ

　著

　白 

泉 

社

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク

　警
視
庁
Ｆ
Ｃ
２

今
野

　敏

　著

　毎
日
新
聞
出
版

オ
ヤ
ジ
の
着
こ
な
し
ル
ー
ル

本
江

　浩
二

　著

　世
界
文
化
社

一
般
書

し
ん
ご
う
き
ょ
う
だ
い
の
に
ち
よ
う
び

も
と
や
す
け
い
じ 

作
･
絵 

絵
本
塾
出
版

お
っ
ち
ゃ
ん
山

椎
名

　誠 

作

　新
日
本
出
版
社

あ
の
ね
あ
の
ね

　
　
　
　

え
が
し
ら
み
ち
こ

　作  

あ
か
ね
書
房

ね
る
じ
か
ん

　
　
　
　

鈴
木
の
り
た
け

　作  

早
川
書
房

お
う
ち

　
　
　
　

中
川

　ひ
ろ
た
か

　作  

こ
ぐ
ま
社

つ
く
え
は
つ
く
え

五
味

　太
郎

　作  

偕
成
社

ぼ
く
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
？

田
島

　征
三

　作  

講
談
社

は
り
ね
ず
み
の
お
い
し
ゃ
さ
ん

ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ

　作  

世
界
文
化
社

ホ
イ
ホ
イ
と
フ
ム
フ
ム

　

マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
ワ
イ
マ
ン
・

シ
ャ
ー
マ
ッ
ト

　文  

ほ
る
ぷ
出
版

体
育
館
の
日
曜
日  

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
い
く
ま
え
に

村
上

　し
い
こ

　作

　講
談
社

児
童
書

図
書
館
よ
り
新
し
い
本
の
ご
紹
介

図
書
館
よ
り
新
し
い
本
の
ご
紹
介

教
育
相
談
室  

相
談
員
と
し
て

奥
多
摩
町
教
育
相
談

原
島

　富
子

【
場

　所
】

　
　
　
　奥
多
摩
町
氷
川
199
番
地
ロ
号

　
　
　
　
　奥
多
摩
町
福
祉
会
館
２
階

【
開
室
日
】

　毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

　
　
　
　（
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。）

※

　水
曜
日
・
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

　
　日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

【
相
談
内
容
】

・
学
校
に
行
け
な
い
、
登
校
渋
り
、
友

　達
と
上
手
く
遊
べ
な
い
、
困
っ
た
癖

　が
あ
る
、
学
校
生
活
や
日
常
生
活
で

　の
お
子
さ
ん
へ
の
心
配
事
に
つ
い
て

・
言
葉
の
理
解
や
発
達
が
遅
い
様
に
感

　じ
る
、
勉
強
に
意
欲
が
出
な
い
、
学

　力
面
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
の
発
達

　に
関
す
る
ご
相
談

・
町
外
の
相
談
機
関
、
医
療
機
関
の
ご

　紹
介

・
町
の
福
祉
手
当
や
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

　な
ど

【
電

　話
】

〒
198
｜

0212

（83）
｜

２
３
４
０
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「
締
め
切
り
よ
り
早
く
完
成
さ
せ
よ
う

（
時
間
）」

 

「
常
に
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
よ
う
（
関
係
）」

と
い
う
姿
勢
で
仕
事
を
進
め
ま
す
。
や
ら

さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
や
、
で
き
な
い

理
由
を
考
え
る
こ
と
に
時
間
を
使
う
の
を

や
め
、
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
か
を
考
え

る
こ
と
に
時
間
を
使
い
、
働
き
が
い
の
あ

る
学
校
へ
と
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

【
全
員
支
援
教
育
】
に
つ
い
て

全
員
支
援
教
育
と
は
、
本
校
の
す
べ
て

の
教
育
活
動
を
支
え
る
も
の
で
、
特
別
支

援
教
育
の
考
え
方
や
手
法
で
、
全
生
徒
を

対
象
に
、
支
援
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

特
別
支
援
教
育
校
内
委
員
会
で
は
、
課

題
や
、
困
り
感
を
も
つ
す
べ
て
の
生
徒
を

対
象
に
、具
体
的
な
支
援
の
仕
方
を
協
議
し
、

全
教
職
員
に
周
知
し
て
、
迅
速
に
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
協
働
的
な
学
び
】
に
つ
い
て

「
協
働
的
な
学
び
」
と
は
、

・
あ
る
課
題
に
対
し
て
、
生
徒
自
身
が
動

　機
を
持
っ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
。

・
観
察
、
分
析
・
批
判
（
評
価
）
に
よ
っ

　て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
問

　題
点
を
見
い
出
す
。

・
創
造
的
な
発
想
を
生
か
し
て
、
そ
の
課

　題
の
解
決
に
必
要
な
各
種
の
問
題
点
を

　克
服
す
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
課
題
を
解
決
し

て
い
く
学
習
と
定
義
し
ま
す
。

こ
の
「
協
働
的
な
学
び
」
を
、
教
科
だ

け
で
な
く
、
道
徳
や
特
別
活
動
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
で
も
広
く
実
践
し
、

さ
ら
に
深
め
て
い
く
た
め
に
、「
人
間
関
係

形
成
力
」「
基
礎
的
な
学
力
」「
思
考
力
」「
表

現
力
」
の
４
つ
の
力
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

【
総
合
的
な
学
習
の
時
間
】
に
つ
い
て

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
は
、「
協
働

的
な
学
び
」
の
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
と

捉
え
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
ベ
ー
ス
の
学
び
で
は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
の
学
び
と
し
て
、
取
り
組
め

る
こ
と
が
重
要
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
）

の
中
で
も
、
い
わ
ゆ
る
「
深
い
学
び
」
へ

と
深
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
学
び

の
場
と
な
り
ま
す
。

本
校
で
は
、「
郷
土
へ
の
貢
献
」
を
テ
ー

マ
に
、
調
査
・
探
求
か
ら
実
践
ま
で
を
、

３
年
間
で
行
え
る
よ
う
に
取
り
組
み
、
課

題
を
設
定
し
、
解
決
策
を
考
え
、
実
践
す

る
学
び
が
、
教
師
側
が
設
定
し
た
目
標
を

越
え
て
進
ん
で
い
き
「
深
い
学
び
」
へ
と

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
】
に
つ
い
て

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
核
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
、

協
働
的
な
学
び
の
中
で
学
習
の
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
効
果
的
に
使
用
し
ま
す
。

そ
こ
に
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
の
道
具
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
協

働
的
な
学
び
」
を
円
滑
に
、
さ
ら
に
深
め

て
い
く
た
め
に
、
必
要
な
４
つ
の
力
の
う

ち
人
間
関
係
形
成
力
を
除
く
３
つ
の
力
を

育
て
て
い
く
場
面
で
も
利
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

《
学
校
経
営
方
針
》
こ
ん
な
学
校
に

学
校
は
、
そ
こ
に

関
わ
る
人
間
（
通
う

生
徒
、
あ
ず
け
る
保

護
者
、
働
く
教
職
員
、

見
守
る
（
地
域
や
行

政
）
す
べ
て
に
幸
せ

を
育
む
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考

え
、
学
校
運
営
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
よ
り
小
学
校
を

含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と

し
て
地
域
と
と
も
に

学
校
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

（
１
）
生
徒
の
た
め
に

「
行
き
た
い
学
校
」
を
つ
く
る
。

学
習
指
導
は
、【
お
も
し
ろ
い
】で
刺
激
し
、

【
一
人
で
考
え
る
時
間
】
と
【
共
に
考
え
る

時
間
】
を
組
み
合
わ
せ
て
、【
わ
か
る
、
で

き
る
】
を
経
験
さ
せ
る
。
生
活
指
導
は
、

問
題
と
な
る
行
動
に
対
す
る【
き
び
し
さ（
規

律
）】
と
そ
の
背
景
に
あ
る
生
徒
の
想
い
に

対
す
る
【
や
さ
し
さ
（
共
感
）】
の
適
切
な

バ
ラ
ン
ス
で
実
践
す
る
。
体
験
学
習
は
、

心
を
育
て
、
心
に
夢
の
種
を
宿
す
。
良
質

な
体
験
学
習
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
、
農
業
体
験
、
職
場
体
験
、
実
業

体
験
等
）
の
場
を
多
く
提
供
す
る
。

生
徒
の
「
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
た

喜
び
」
が
「
行
き
た
い
学
校
」
へ
と
結
び

つ
い
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
保
護
者
・
地
域
の
た
め
に

「
行
か
せ
た
い
学
校
」
を

　
　地
域
と
と
も
に
つ
く
る
。

「
生
徒
の
楽
し
そ
う
に
学
校
へ
通
う
姿
」

が
見
え
た
。「
生
徒
の
何
か
に
真
剣
に
取
り

組
む
姿
」
が
見
え
た
。「
生
徒
の
成
長
を
実

感
で
き
た
喜
び
」を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

こ
ん
な
と
き
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に

ち
ょ
っ
と
し
た
幸
福
感
を
味
あ
わ
せ
て
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
こ
と
が
「
行
か
せ
た
い
学
校
」
へ

と
結
び
つ
い
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
教
職
員
の
た
め
に

「
働
き
が
い
の
あ
る
学
校
」
を
つ
く
る
。

「
一
手
間
掛
け
た
仕
事
を
し
よ
う
（
質
）」

「
プ
ラ
ス
α
の
仕
事
を
し
よ
う
（
量
）」

　

氷川小学校は、氷川地区、日原地区、小河内地区を含める広大な学区域を有します。奥多摩町の約８
割の面積を占める本校の学区域は、山林、川、湖、ダム、たくさんの動植物等、奥多摩の自然の宝庫
と言える学校なのです。「環境は人を作る！」とよく言われます。この「環境」という視点から、氷
川小学校が取り組んでいる今年度の特色ある教育活動をご紹介します。

奥多摩町は今年度、英語の言語環境を整えるために２つのことを導入し

ました。「ＡＬＴの常駐」と「放課後英語教室開催」です。ＡＬＴのティガ

ンさんは、授業の時だけ派遣されるのではなく、教員と同じように毎日朝

から夕方まで本校に勤務しています。主は、１～６年生の外国語授業の担

当です。子どもたちは、正しい発音に触れる貴重な機会を設けることがで

きました。ティガンさんは、授業だけでなく、給食・掃除・休み時間等

にも積極的に子どもたちに関わっているので、生活の中で英語に触れるこ

とができる「英語の日常化」につながっています。また、６月から開始し

た「放課後英語教室」ですが、希望性にも関わらず、子どもたちの参加が多数にのぼり、英語好きの子ども

を育てる良い機会になればと期待しています。

氷川小学校の特色ある教育活動

言語環境・・・「ＡＬＴ（外国語指導助手）常勤」「放課後英語教室」

もっとも人数の多い学年は、５年生の１３人です。子どもたちの机や椅子

を並べても、教室の後ろ半分くらいのスペースに余裕があります。授業展

開次第では、そのスペースを有効に使用することができ、各担任が工夫を

凝らしています。掲示スペースにも余裕があり、様々な教科の様々な作品

を工夫して掲示することが可能です。「視写・新聞・詩や俳句、書写」

等の国語だけでなく、図工や家庭科の作品を飾るにも充分な広さです。

一人ひとりの作品が大事にされることにより、きめ細やかな教育を実現で

きる諸条件が揃っています。

教室環境・・・広々とした教室で充実した教育！

今年度の全校児童数は、６１人でスタートしました。人数に比べると十分

な広さの校庭や体育館があり、この環境を活かす取り組みを重視していま

す。子どもたちは、休み時間や放課後に、野球、サッカー、バドミントン、ドッ

ジボール、ドッジビー、鬼ごっこ等、様々な遊びで過ごしています。本校は、

同じ学年の友達だけでなく、学年を超えて仲良く遊んでいます。また、教

員も進んで外に出て、子どもたちと一緒に遊んでいます。力いっぱい汗を

かいて遊ぶことで、心も体もすっきりします。「よく学び・よく遊べ」を意識し、

子どもも教員も「遊ぶときは遊ぶ」「学ぶときは学ぶ」と、けじめをつけ

ながら過ごしています。

運動環境・・・よく遊び良く学べ！

本校は、「確かな学力の定着」「きめ細やかな指導」というキーワードを意識しながら、日々児童の指導に

取り組んでいます。教育に関わるスタッフが、協力・連携し、実践して初めて教育効果を得られることができます。

担任、専科教員の工夫した授業に加え、特別支援教室でのきめ細やかな指導、さらには、教育支援員、スクー

ルサポートスタッフ、スクールカウンセラー、図書支援員、ＡＬＴによる手厚い個別支援もあり、子どもたちを

多方面から育成する環境にあります。この１年、「全教職員で、全校児童を育てる」と意を共にし、児童の健

全育成に取り組んでいます。

人材環境・・・教育は人なり

奥
多
摩
中
学
校

　特
色
あ
る
教
育
活
動

奥
多
摩
中
学
校

　特
色
あ
る
教
育
活
動

奥多摩中学びの構造図
学校教育目標

《校訓》　「協動」

郷土を大切にし、21世紀をたくましく生きる生徒の育成を目指して

共に学び、考え、実行する
協働的な学び

全員支援教育
（全生徒対象の個別支援）

総合的な学習の時間
「郷土への貢献」

ICTの利活用

人間関係
形成力

基礎学力
（知識・技能）

思考力 表現力

ICTの利活用
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「
締
め
切
り
よ
り
早
く
完
成
さ
せ
よ
う

（
時
間
）」

 

「
常
に
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
よ
う
（
関
係
）」

と
い
う
姿
勢
で
仕
事
を
進
め
ま
す
。
や
ら

さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
や
、
で
き
な
い

理
由
を
考
え
る
こ
と
に
時
間
を
使
う
の
を

や
め
、
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
か
を
考
え

る
こ
と
に
時
間
を
使
い
、
働
き
が
い
の
あ

る
学
校
へ
と
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

【
全
員
支
援
教
育
】
に
つ
い
て

全
員
支
援
教
育
と
は
、
本
校
の
す
べ
て

の
教
育
活
動
を
支
え
る
も
の
で
、
特
別
支

援
教
育
の
考
え
方
や
手
法
で
、
全
生
徒
を

対
象
に
、
支
援
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

特
別
支
援
教
育
校
内
委
員
会
で
は
、
課

題
や
、
困
り
感
を
も
つ
す
べ
て
の
生
徒
を

対
象
に
、具
体
的
な
支
援
の
仕
方
を
協
議
し
、

全
教
職
員
に
周
知
し
て
、
迅
速
に
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
協
働
的
な
学
び
】
に
つ
い
て

「
協
働
的
な
学
び
」
と
は
、

・
あ
る
課
題
に
対
し
て
、
生
徒
自
身
が
動

　機
を
持
っ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
。

・
観
察
、
分
析
・
批
判
（
評
価
）
に
よ
っ

　て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
問

　題
点
を
見
い
出
す
。

・
創
造
的
な
発
想
を
生
か
し
て
、
そ
の
課

　題
の
解
決
に
必
要
な
各
種
の
問
題
点
を

　克
服
す
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
課
題
を
解
決
し

て
い
く
学
習
と
定
義
し
ま
す
。

こ
の
「
協
働
的
な
学
び
」
を
、
教
科
だ

け
で
な
く
、
道
徳
や
特
別
活
動
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
で
も
広
く
実
践
し
、

さ
ら
に
深
め
て
い
く
た
め
に
、「
人
間
関
係

形
成
力
」「
基
礎
的
な
学
力
」「
思
考
力
」「
表

現
力
」
の
４
つ
の
力
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

【
総
合
的
な
学
習
の
時
間
】
に
つ
い
て

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
は
、「
協
働

的
な
学
び
」
の
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
と

捉
え
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
ベ
ー
ス
の
学
び
で
は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
の
学
び
と
し
て
、
取
り
組
め

る
こ
と
が
重
要
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
）

の
中
で
も
、
い
わ
ゆ
る
「
深
い
学
び
」
へ

と
深
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
学
び

の
場
と
な
り
ま
す
。

本
校
で
は
、「
郷
土
へ
の
貢
献
」
を
テ
ー

マ
に
、
調
査
・
探
求
か
ら
実
践
ま
で
を
、

３
年
間
で
行
え
る
よ
う
に
取
り
組
み
、
課

題
を
設
定
し
、
解
決
策
を
考
え
、
実
践
す

る
学
び
が
、
教
師
側
が
設
定
し
た
目
標
を

越
え
て
進
ん
で
い
き
「
深
い
学
び
」
へ
と

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
】
に
つ
い
て

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
核
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
、

協
働
的
な
学
び
の
中
で
学
習
の
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
効
果
的
に
使
用
し
ま
す
。

そ
こ
に
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
の
道
具
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
協

働
的
な
学
び
」
を
円
滑
に
、
さ
ら
に
深
め

て
い
く
た
め
に
、
必
要
な
４
つ
の
力
の
う

ち
人
間
関
係
形
成
力
を
除
く
３
つ
の
力
を

育
て
て
い
く
場
面
で
も
利
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

《
学
校
経
営
方
針
》
こ
ん
な
学
校
に

学
校
は
、
そ
こ
に

関
わ
る
人
間
（
通
う

生
徒
、
あ
ず
け
る
保

護
者
、
働
く
教
職
員
、

見
守
る
（
地
域
や
行

政
）
す
べ
て
に
幸
せ

を
育
む
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考

え
、
学
校
運
営
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
よ
り
小
学
校
を

含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と

し
て
地
域
と
と
も
に

学
校
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

（
１
）
生
徒
の
た
め
に

「
行
き
た
い
学
校
」
を
つ
く
る
。

学
習
指
導
は
、【
お
も
し
ろ
い
】で
刺
激
し
、

【
一
人
で
考
え
る
時
間
】
と
【
共
に
考
え
る

時
間
】
を
組
み
合
わ
せ
て
、【
わ
か
る
、
で

き
る
】
を
経
験
さ
せ
る
。
生
活
指
導
は
、

問
題
と
な
る
行
動
に
対
す
る【
き
び
し
さ（
規

律
）】
と
そ
の
背
景
に
あ
る
生
徒
の
想
い
に

対
す
る
【
や
さ
し
さ
（
共
感
）】
の
適
切
な

バ
ラ
ン
ス
で
実
践
す
る
。
体
験
学
習
は
、

心
を
育
て
、
心
に
夢
の
種
を
宿
す
。
良
質

な
体
験
学
習
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
、
農
業
体
験
、
職
場
体
験
、
実
業

体
験
等
）
の
場
を
多
く
提
供
す
る
。

生
徒
の
「
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
た

喜
び
」
が
「
行
き
た
い
学
校
」
へ
と
結
び

つ
い
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
保
護
者
・
地
域
の
た
め
に

「
行
か
せ
た
い
学
校
」
を

　
　地
域
と
と
も
に
つ
く
る
。

「
生
徒
の
楽
し
そ
う
に
学
校
へ
通
う
姿
」

が
見
え
た
。「
生
徒
の
何
か
に
真
剣
に
取
り

組
む
姿
」
が
見
え
た
。「
生
徒
の
成
長
を
実

感
で
き
た
喜
び
」を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

こ
ん
な
と
き
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に

ち
ょ
っ
と
し
た
幸
福
感
を
味
あ
わ
せ
て
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
こ
と
が
「
行
か
せ
た
い
学
校
」
へ

と
結
び
つ
い
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
教
職
員
の
た
め
に

「
働
き
が
い
の
あ
る
学
校
」
を
つ
く
る
。

「
一
手
間
掛
け
た
仕
事
を
し
よ
う
（
質
）」

「
プ
ラ
ス
α
の
仕
事
を
し
よ
う
（
量
）」

　

氷川小学校は、氷川地区、日原地区、小河内地区を含める広大な学区域を有します。奥多摩町の約８
割の面積を占める本校の学区域は、山林、川、湖、ダム、たくさんの動植物等、奥多摩の自然の宝庫
と言える学校なのです。「環境は人を作る！」とよく言われます。この「環境」という視点から、氷
川小学校が取り組んでいる今年度の特色ある教育活動をご紹介します。

奥多摩町は今年度、英語の言語環境を整えるために２つのことを導入し

ました。「ＡＬＴの常駐」と「放課後英語教室開催」です。ＡＬＴのティガ

ンさんは、授業の時だけ派遣されるのではなく、教員と同じように毎日朝

から夕方まで本校に勤務しています。主は、１～６年生の外国語授業の担

当です。子どもたちは、正しい発音に触れる貴重な機会を設けることがで

きました。ティガンさんは、授業だけでなく、給食・掃除・休み時間等

にも積極的に子どもたちに関わっているので、生活の中で英語に触れるこ

とができる「英語の日常化」につながっています。また、６月から開始し

た「放課後英語教室」ですが、希望性にも関わらず、子どもたちの参加が多数にのぼり、英語好きの子ども

を育てる良い機会になればと期待しています。

氷川小学校の特色ある教育活動

言語環境・・・「ＡＬＴ（外国語指導助手）常勤」「放課後英語教室」

もっとも人数の多い学年は、５年生の１３人です。子どもたちの机や椅子

を並べても、教室の後ろ半分くらいのスペースに余裕があります。授業展

開次第では、そのスペースを有効に使用することができ、各担任が工夫を

凝らしています。掲示スペースにも余裕があり、様々な教科の様々な作品

を工夫して掲示することが可能です。「視写・新聞・詩や俳句、書写」

等の国語だけでなく、図工や家庭科の作品を飾るにも充分な広さです。

一人ひとりの作品が大事にされることにより、きめ細やかな教育を実現で

きる諸条件が揃っています。

教室環境・・・広々とした教室で充実した教育！

今年度の全校児童数は、６１人でスタートしました。人数に比べると十分

な広さの校庭や体育館があり、この環境を活かす取り組みを重視していま

す。子どもたちは、休み時間や放課後に、野球、サッカー、バドミントン、ドッ

ジボール、ドッジビー、鬼ごっこ等、様々な遊びで過ごしています。本校は、

同じ学年の友達だけでなく、学年を超えて仲良く遊んでいます。また、教

員も進んで外に出て、子どもたちと一緒に遊んでいます。力いっぱい汗を

かいて遊ぶことで、心も体もすっきりします。「よく学び・よく遊べ」を意識し、

子どもも教員も「遊ぶときは遊ぶ」「学ぶときは学ぶ」と、けじめをつけ

ながら過ごしています。

運動環境・・・よく遊び良く学べ！

本校は、「確かな学力の定着」「きめ細やかな指導」というキーワードを意識しながら、日々児童の指導に

取り組んでいます。教育に関わるスタッフが、協力・連携し、実践して初めて教育効果を得られることができます。

担任、専科教員の工夫した授業に加え、特別支援教室でのきめ細やかな指導、さらには、教育支援員、スクー

ルサポートスタッフ、スクールカウンセラー、図書支援員、ＡＬＴによる手厚い個別支援もあり、子どもたちを

多方面から育成する環境にあります。この１年、「全教職員で、全校児童を育てる」と意を共にし、児童の健

全育成に取り組んでいます。

人材環境・・・教育は人なり

奥
多
摩
中
学
校

　特
色
あ
る
教
育
活
動

奥
多
摩
中
学
校

　特
色
あ
る
教
育
活
動

奥多摩中学びの構造図
学校教育目標

《校訓》　「協動」

郷土を大切にし、21世紀をたくましく生きる生徒の育成を目指して

共に学び、考え、実行する
協働的な学び

全員支援教育
（全生徒対象の個別支援）

総合的な学習の時間
「郷土への貢献」

ICTの利活用

人間関係
形成力

基礎学力
（知識・技能）

思考力 表現力

ICTの利活用
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古里小学校の特色ある教育活動
　昨年度は、人権尊重推進校として、「分かった」「できた」という達成感を味わうことのできる
授業づくりに励むことで、自尊感情や自己肯定感を高める実践を行ってきました。
　今年度は「心ときめく」学校生活や授業づくりに、教職員全員で取り組んでいます。

＊授業のユニバーサルデザイン化。
　児童にとって分かりやすい授業を追求します。
　→焦点化（めあて、授業構造）、視覚化、共有化。
＊校舎全部を児童の教育活動に活用します。
　→教室の美化、美しい掲示を心がけます。
　　長期休業中の一斉校内整理整頓の実施。
＊日常的にICTや視聴覚機器を活用。
　→教科書をモニターに提示等の工夫をします。
＊全校音読の取組で国語力の向上を目指します。
　→音読集会の実施。発声指導の共通理解。

分かる喜び、学ぶ楽しさ

＊木曜日の「ロング遊び」は、毎回様々な集団で遊
　びます。（縦割り・仲良し・学級等）
＊児童会活動（集会）で、高学年が活躍します。
＊地域の大自然に触れる山登り遠足を行います。
　→5、６年大岳山　４年水干　1～３年日の出山
＊児童も教職員も全力で行事に取り組みます。
　→運動会　学芸会　連合音楽会(5、6年)
＊縦割り班活動・登校班活動の充実

心はずむ仲間との時間・体力向上

＊郷土学習「古里（ふるさと）」の実施。
　→自然・文化・生活体験・栽培活動。
　→わさびや治助芋の栽培体験。
＊様々な方々とともに。
　→田植え・稲刈り・餅つき（青梅総合高校、PTA）
　→日本文化体験（奥多摩文化団体連盟および
　　コミュニティ・スクールの協力で計画）

つながる力　多彩な体験学習

＊古里小学校には児童の実態に合わせて特別な支援を行う
　学級があります。今年度、「ひまわり」が再開しました。
　特別支援学級「たんぽぽ」　知的固定（校舎１階）
　特別支援学級「ひまわり」　情緒固定（校舎３階）
　特別支援教室「あおぞら」　巡回指導（校舎２階）
＊古里小学校では、特別支援学級の児童が通常学級の授業に参加
　しています。また、学習支援員による教室支援や、補充指導の工夫
　を行っています。（インクルーシブ教育）
＊SC（スクールカウンセラー）やSSW（スクールソーシャルワー　
　カー）と連携して、教育相談の充実を図っています。

一人ひとりに合った学びの場

＊児童の関心・意欲を高める指導。
　→学習意欲を高める掲示の工夫をしています。
　→プログラミングを利用した学習等。
＊主体的・対話的で深い学びを推進します。
　→ノート指導の取組。（国語・算数・理科他）
　→授業での話し合い活動を重視しています。
　→司書と協力し、図書室を活用しています。

考 え る 力

18
年
前
、
私
は
奥
多
摩
町
古
里
地
区
主

任
児
童
委
員
し
て
、
保
育
園
・
小
学
校
・

中
学
校
と
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

運
動
会
や
公
開
授
業
等
の
行
事
、

P
T
A
地
域
懇
談
会
に
出
席
し
、
園
児
・

児
童
生
徒
の
様
子
や
保
護
者
の
方
々
の
思

い
を
多
少
な
り
と
も
知
る
こ
と
が
出
来
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

又
、
町
の
子
育
て
支
援
事
業
に
も
参
加
し
、

奥
多
摩
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

毎
年
、
保
育
園
の
入
園
式
に
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
園
児
の
純
真
な
心
に
ふ
れ

た
時
「
こ
の
子
達
の
た
め
に
何
が
出
来
る

だ
ろ
う
か
」「
保
護
者
の
皆
様
に
ど
の
よ

う
に
寄
り
添
っ
て
活
動
し
た
ら
い
い
の
だ

ろ
う
か
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小

学
生
・
中
学
生
の
姿
を
見
た
と
き
も
そ
の

思
い
は
同
じ
で
す
。

子
育
て
の
悩
み
は
多
様
で
す
。
で
も
、

そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
の
楽
し
さ
や
感
動
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
困
っ
た

な
ー
と
思
っ
た
と
き
は
、
ど
う
か
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
！

　相
談
室
の
専
門
職
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
共
に
、

奥
多
摩
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育

ち
を
支
え
る
た
め
、
保
護
者
の
方
々
の
支

援
も
含
め
、
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

犬
棒
日
記乃

南

　ア
サ

　著

　双 

葉 

社

あ
や
か
し
草
紙

宮
部 

み
ゆ
き 

著

　K
A
D
O
K
A
W
A

砂
の
家

堂
場

　瞬
一

　著

　K
A
D
O
K
A
W
A

三
千
円
の
使
い
か
た

原
田

　ひ
香

　著  

中
央
公
論
社

爽
年

石
田

　衣
良

　著  

集 

英 

社

吉
祥
寺
デ
イ
ズ

山
田

　詠
美

　著

　小 

学 

館

白
い
戦
場柴

田

　よ
し
き 

著

　光 

文 

社

に
ゃ
ん
！
鈴
江
藩
江
戸
屋
敷
見
聞
帳

あ
さ
の
あ
つ
こ

　著

　白 

泉 

社

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク

　警
視
庁
Ｆ
Ｃ
２

今
野

　敏

　著

　毎
日
新
聞
出
版

オ
ヤ
ジ
の
着
こ
な
し
ル
ー
ル

本
江

　浩
二

　著

　世
界
文
化
社

一
般
書

し
ん
ご
う
き
ょ
う
だ
い
の
に
ち
よ
う
び

も
と
や
す
け
い
じ 

作
･
絵 

絵
本
塾
出
版

お
っ
ち
ゃ
ん
山

椎
名

　誠 

作

　新
日
本
出
版
社

あ
の
ね
あ
の
ね

　
　
　
　

え
が
し
ら
み
ち
こ

　作  

あ
か
ね
書
房

ね
る
じ
か
ん

　
　
　
　

鈴
木
の
り
た
け

　作  

早
川
書
房

お
う
ち

　
　
　
　

中
川

　ひ
ろ
た
か

　作  

こ
ぐ
ま
社

つ
く
え
は
つ
く
え

五
味

　太
郎

　作  

偕
成
社

ぼ
く
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
？

田
島

　征
三

　作  

講
談
社

は
り
ね
ず
み
の
お
い
し
ゃ
さ
ん

ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ

　作  

世
界
文
化
社

ホ
イ
ホ
イ
と
フ
ム
フ
ム

　

マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
ワ
イ
マ
ン
・

シ
ャ
ー
マ
ッ
ト

　文  

ほ
る
ぷ
出
版

体
育
館
の
日
曜
日  

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
い
く
ま
え
に

村
上

　し
い
こ

　作

　講
談
社

児
童
書

図
書
館
よ
り
新
し
い
本
の
ご
紹
介

図
書
館
よ
り
新
し
い
本
の
ご
紹
介

教
育
相
談
室  

相
談
員
と
し
て

奥
多
摩
町
教
育
相
談

原
島

　富
子

【
場

　所
】

　
　
　
　奥
多
摩
町
氷
川
199
番
地
ロ
号

　
　
　
　
　奥
多
摩
町
福
祉
会
館
２
階

【
開
室
日
】

　毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

　
　
　
　（
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。）

※

　水
曜
日
・
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

　
　日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

【
相
談
内
容
】

・
学
校
に
行
け
な
い
、
登
校
渋
り
、
友

　達
と
上
手
く
遊
べ
な
い
、
困
っ
た
癖

　が
あ
る
、
学
校
生
活
や
日
常
生
活
で

　の
お
子
さ
ん
へ
の
心
配
事
に
つ
い
て

・
言
葉
の
理
解
や
発
達
が
遅
い
様
に
感

　じ
る
、
勉
強
に
意
欲
が
出
な
い
、
学

　力
面
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
の
発
達

　に
関
す
る
ご
相
談

・
町
外
の
相
談
機
関
、
医
療
機
関
の
ご

　紹
介

・
町
の
福
祉
手
当
や
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

　な
ど

【
電

　話
】

〒
198
｜

0212

（83）
｜

２
３
４
０



（1）第２１３号 奥 多 摩 の 教 育 平成30年９月５日 平成30年９月５日 奥 多 摩 の 教 育 第２１３号（6）

・﹇
小
丹
波
の
イ
ヌ
グ
ス
﹈

古
里
駅
か
ら
200
ｍ
、
線
路
の
北
側
原
島

家
の
屋
敷
林
の
中
に
そ
び
え
て
い
ま
す
。

樹
高
25
ｍ
、
幹
周
4.6
ｍ
、
推
定
年
齢
は
不

詳
で
す
が
、
南
斜
面
の
生
育
環
境
の
良
い

場
所
で
、
こ
ん
も
り
と
し
た
樹
形
は
勢
い

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

訪
れ
た
日
は
庭
師
さ
ん
が
、
下
草
を
刈
っ

た
り
周
り
の
植
木
の
手
入
れ
を
さ
れ
て
い

て
、
家
主
さ
ん
に
大
事
に
管
理
さ
れ
、
こ

こ
ま
で
大
き
く
育
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

・﹇
梅
沢
の
イ
ヌ
グ
ス
﹈

川
井
駅
か
ら
十
分
程
、
梅
沢
集
落
の
中

ほ
ど
の
宝
寿
庵
の
裏
手
の
山
裾
に
、
周
り

の
木
よ
り
ひ
と
き
わ
大
き
く
見
え
ま
す
。

樹
高
25
ｍ
、
幹
周
4.6
ｍ
、
推
定
年
齢
300
年

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
３
本
の
巨
樹
の
中
で
、

最
も
樹
勢
が
良
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

根
元
の
板
根
が
発
達
し
、
そ
こ
か
ら
ひ
こ

ば
え
（
萌
芽
）
が
何
本
も
生
育
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
に
張
り
出
し
た
太
い
枝
は
10
ｍ

以
上
も
伸
び
て
、
地
上
に
届
く
程
垂
れ
下

が
っ
て
い
ま
す
。
標
識
に
、
か
つ
て
梅
沢

の
３
ヶ
所
に
記
念
植
樹
さ
れ
た
が
現
存
は

こ
の
樹
の
み
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
周
囲
に
は
樹
齢
10
年
以
上
の
イ
ヌ

グ
ス
が
何
本
も
あ
り
、
巨
樹
の
下
に
も
発

芽
し
た
ば
か
り
の
幼
木
が
確
認
で
き
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
こ
の
あ
た
り
が
イ
ヌ
グ
ス
の

群
生
地
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
原
稿
を
書
く
に
当
た
り
、
タ
ブ
ノ

キ
が
群
生
し
た
照
葉
樹
林
を
見
た
く
て
、

鎌
倉
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
長
谷
寺
や
御

霊
神
社
に
は
御
神
木
の
大
木
が
あ
り
ま
す

が
、
鎌
倉
の
民
家
や
神
社
と
、
い
た
る
と

こ
ろ
に
タ
ブ
ノ
キ
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に

明
月
院
、
建
長
寺
か
ら
瑞
泉
寺
に
至
る
裏

山
の
鎌
倉
外
輪
山
は
、
タ
ブ
ノ
キ
が
照
葉

樹
林
を
形
成
し
て
、
訪
ね
た
春
先
は
新
芽

の
オ
レ
ン
ジ
色
に
近
い
黄
色
が
鎌
倉
の
輪

郭
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
タ
ブ
ノ
キ
の
北
限
は
東
北

の
三
陸
海
岸
あ
た
り
の
よ
う
で
す
が
、
先

の
東
日
本
大
震
災
の
時
、
防
潮
林
の
マ
ツ

が
津
波
で
流
失
し
、
後
背
地
の
被
害
を
拡

大
す
る
事
例
が
生
じ
ま
し
た
が
、
耐
塩
性

の
高
い
タ
ブ
ノ
キ
は
残
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
震
災
後
の
海
岸
防
災
林
の
再
生

活
動
に
は
、
タ
ブ
ノ
キ
や
ツ
バ
キ
の
照
葉

樹
が
提
案
さ
れ
、
教
育
活
動
の
一
環
と
し

て
、
照
葉
樹
の
種
の
採
取
・
育
苗
を
市
民

や
子
供
た
ち
が
行
う
活
動
が
開
始
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

今
回
の
執
筆
で
イ
ヌ
グ
ス
と
い
う
樹
が

急
に
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
も
健
康

増
進
の
た
め
に
も
、
奥
多
摩
の
巨
樹
め
ぐ

り
を
お
勧
め
し
ま
す
。

児　童　数
生　徒　数
教職員数

145名
77名
48名
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郷
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文
化
財
）

道徳教育は、自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤とな
る道徳性を養うことを目標に、学校の教育活動全体を通じて行われています。
中でも、特別の教科として位置付けられた道徳科の授業は、その中核的な役割
を担っており、小学校では今年度から実施され、検定教科書を使用した学習が
始まっています。中学校では来年度から開始となります。
学校では道徳教育を主体となって進めていますが、より一層の充実を図るた
めには、子どもたちの道徳性を養う上での共通理解を図るなど、家庭や地域社
会との連携が大切になってきます。
そこで、学校では道徳授業地区公開講座を開催し、道徳科（道徳の時間）の
授業参観、意見交換会等を通じて、道徳教育の充実に向けて、家庭や地域の皆
様と一緒に考える場を設けています。保護者の皆様だけでなく、地域の方々に
も学校に足を運んでいただ
き、奥多摩町の子どもたち
の様子を知り、学校と共
に、子どもたちの道徳性を
育む道徳教育を進めていき
たいと考えています。

特別支援学級は、通常の学級における学習では、十分にその効果を上げることが難しい児童・生
徒のために編制される学級です。学習上又は生活上の困難の克服・改善を目的とした指導領域の
「自立活動」を取り入れたり、各教科の目標・内
容を下学年の教科の目標・内容に替えたり、特別
支援学校の各教科に替えたりするなど、児童・生
徒の実情に合った教育課程を編成して授業を行い
ます。現在、奥多摩町には、古里小学校に２つの
学級（知的・情緒）が設置されています。

在籍学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする児童・生徒に対して、各
教科等の指導は在籍学級で行いながら、個の実態に即した課題に対して指導するのが、通級によ
る指導です。小学校では「あおぞら教室」、中学校では「特別支援教室」と呼んでいます。古里
小学校の「あおぞら教室」では、拠点校の氷川小学校の担当教員が巡回指導を行っています。

特別支援学級、特別支援教室に関するご相談等がありましたら、所属する学校までお気軽にご相
談ください。未就学児童につきましては、教育相談室までご連絡ください。
　　　　　　　 〈連絡先〉奥多摩町教育相談室　８３－２３４０

◇古里小学校  平成30年  １０月１３日（土）

◇氷川小学校  平成31年  　２月　９日（土）

（◇奥多摩中学校  平成30年  ６月２日（土）※終了）

特別支援学級（固定学級での指導）

特別支援教室（通級による指導）

奥多摩町の特別支援教育

たんぽぽ学級 ひまわり学級

奥
多
摩
町
の
巨
樹

　
　
　「
イ
ヌ
グ
ス
」に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
そ
の
2
）

 

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員  

梶

谷

義

明

御霊神社のイヌグス 長谷寺のイヌグス

古里小あおぞら教室 氷川小あおぞら教室 奥多摩中特別支援教室

地域の皆様も道徳授業地区
　  公開講座にお越しください
地域の皆様も道徳授業地区
　  公開講座にお越しください


